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1 . レジャー・レクリ工ーションは輸入品

カタカナで表記される「レジャーJIレクリエーシヨ

ン」は、欧米から輸入された概念である O 大正15年

(1925)に鉄道省によって出版された「キャムピング

の仕方と其場所」の内符は、ほとんど欧米の「キャン

プ・ライフJ状況の紹介を中心に、わが国の情報を盛

り込んだものである。そこには、

「気晴らしjとルピを付けた語

句が見附される

また、昭和初期には、レクリ

エーション運動を厚生運動と称

し「健令なる慰楽」を実励する

機運があったが21、戦争により

中断し、「レクリエーシヨン」

の語は、カタカナのまま、社会

教育法に表記された。欧米で用

いられているleisureやrecreatlOnの持つニュアンスを

伝えるにはカタカナ表記が適当だろうとの判断がその

背景にあったのだろう 3 いずれにせよ、レジャー・レ

クリエーションという概念が「輸入」されたというこ

とは、疑う余地のない事実である。

2. 長〈続いたではの神の活躍

ではの神とは、「アメリカではJIヨーロッパでは」

などと、諸外国の状況を得意げに紹介する人たちに対

する皮肉を込めた呼び名である。

昭和初期に、欧米のレジャー・レクリエーションの

状況を視察するために、文部省から派遣された教学官

巾同俊造は、 2年間のi帯主中の見開を、帰国後間もな

い昭和9年に、「教育ヒより見たる娯楽と休養jにまと

めた。中日は、「娯楽とは英語のいわゆるリクリエー

シヨン(傍点は筆者)であるJ'I)とし、その重要性や教

育をI命じ、アメリカ、イタリア、 ドイツ、イギリス、

フランス、チェコ、スウェーデンなどの』犬況を紹介し

ている。それぞれの固では、どうなっているという文

調で、短期間にこれだけの情報を集めた行動力に長い
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問、敬服していたので、あるが、偶然、中田の著書と全

く同ーの記述箇所のある、アメリカで発行された英文

本を見つけた。いわゆる種本が見つかったのである。

しかし、この時代に出版された多くの書籍に、外国

で出版された種本があったとしても、決して不思議で

はない。新しい概念や運動が入ってきたら、しばらく

の問、その先進情報を参考にするのは、きわめて自然

な成り行きである。アメリカで多くを学んだ筆者自身、

ではの神的傾向があると承知しているのだが、もうそ

ろそろ、ではの神のご利益と決別する時ではあるまい

か。

3 より深〈日本の視点で吟味する時代

レジャー・レクリエーションの領域においては、一

方的な輸入超過の状態が長く続いた。どこか、不只一合

がありそうだと気付きながらも、状況に令わせ使って

きたふしがある c その結果 IleisureJ は「余暇j と

して、レクリエーションは、ゲームやダンスなど狭い

範囲を指すことばとして定着した。また、カタカナ表

記の「レジャー」は、おでかけ・行楽などを連想、させ

るように定着しつつある。

改めて、欧米で使われているleisur巴を分析すると、

それを「余暇」ゃ「レジャー」と訳すより、「ゆとり」

や「くつろぎ」などと訳す方が、より適切だと思える

場合が多いぺ輸入品を単にそのまま信奉するのでは

なく、わが国の丈化や慣習などに照らし合わせ、理解

を深める姿勢・より深く吟味することが必要で、はある

まL功、。

そのためには、日本人によって書かれたレジャー・

レクリエーションの解説書やほんの一握りの和訳され

た本を読むだけでは、十分だとは思えない。できるこ

となら、直接洋書や研究誌を採ることをぜひお薦めし

たい。中でも、 Journal of Leisure Research 5 )、

Leisure St udies 61、LeisureSciences' )の三誌は機

会があったら、日次だけでも日を通しておく必要があ

ると考える。



レジャ ・レクリエ ション研究54，2005 

他に、 WorldL巴isureAssociationによる World

Leisure Journal，アメリカのTheSociety of Park 

and Recreation Educatorsによるレジャー研究とレ

クリエーシヨン教育関係のSCHOLEもおもしろい。

また、海外の学会大会にも是非、参加してはいかだ

ろうか。 2004年9月に、静岡県浜松市で、 IFPRA

Int巴rnationalFederation of Park and Recreation 

Administrationの世界大会が日本レジャー・レクリ

エーシヨン学会も協賛し開催された。また、同じ月に

オーストラリア、ブリスベンで、第8回World

Leisure Congressが開催された。どちらの大会にも

参加したが、日本のレジャー・レクリエーション研究

者の姿はほとんど見かけなかった。不参加の理由はい

ろいろあろうが、学会に積極的に参加し、海外のレジ、ャー

・レクリエーション研究の状況を探り、比較し、何が

その本質かを見極めることをすべきではないだろうか。

自分の白で耳で確かめながら、その概念や方法を吟味

する必要があると主張したい。

4.国産のレジャー・レクリヱーション論の確立を

多くを輸入に依存してきたレジャー・レクリエーショ

ン研究は、そろそろ、わが国独自の視点あるいは伝統

的視点で構成しなおすことが必要なのではないだろう

か。

そのための、材料は多くある。たとえば、禅者は古
ゆ (1さんまい

くから「遊戯三味jということばを説く 8)。遊戯三昧
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は、娯楽型・消費型の遊びではなく、創作的・自己表

現的であると説明される。梁塵秘抄には、「遊びをせ

んとや生まれけむ 戯れせんとや生まれけむ 遊ぶ子

供の声聞けばわが身さへこそ揺るがるれ」と、また、

徒然草に「冥示iJに使はれて、閑かなる暇なく、一生を

苦しむるこそ、愚かなれJ(第38段)とある 9)。これら

は、ピーパーが主張する[余暇の本質」と類似点が見

られ、「ゆとり」ゃ「くつろぎJiやすらぎJiいやし」

などと大いに関係しそうである。

5.東洋的レジャー思想を世界に紹介しよう

今でさえ、茶道、華道、盆栽など多くの活動を世界

は知りたがっている。禅に興味を持つ外国人も多い。

欧米から輸入されたレジャーやレクリエーシヨンを日

本の伝統や文化の視点で、しっかりと分析し、わが国
ゆとり

らしいレジャーの考えをまとめたら、それを世界に紹

介することが重要だと考える。そうすることで、レジャー

・レクリエーション研究は、グローパルな規模で大い

に論争し、世界平和や繁栄に貢献できると考える。残

念ながら、本学会は国際化への対応が十分とは言い難

い。国際化の波に乗り遅れたように思う O とにかく、

急がねばなるまい。
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